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研究テーマ（発表タイトル） 

「SDGs ネイティブ」時代における労働市場のマッチングに向けた方策 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 

本研究の目的は、「持続可能な開発目標（以下、SDGs）ネイティブ」時代における労働市場の適切なマッチングを進めるため

の方策を、独自に考案したアンケート調査と大学のキャリアセンターに対する継続的な聞き取り調査によって明らかにすることであ

る。研究の進め方として、まずは、(1)大学生に対して就職と SDGs に関する意識調査を行い、求職者サイドに関する現状分析

を行った。次に、(2)大学生の就職活動についてコンジョイント分析を行い、就職活動で企業を選ぶ際に、給与、福利厚生、勤

務地、企業規模、SDGs 貢献度といった項目について、どの程度重視するかを定量的に把握した。最後に、(3)これらの分析結

果から得られたエビデンスを用いて、SDGs ネイティブ時代において、学生と企業の間でのよりよいマッチングを実現するための具体

的な方策を考案した。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 

現在、SDGs はビジネスのグローバルスタンダードとなりつつあり、様々な外部性を考慮すると、その世界的な経済効果として、年

間 12 兆ドルの新たな市場機会につながるといわれている。世界では、SDGs の目標にあるような環境や社会課題を自分事とし

て捉えている若者が増加している。こうした若者層は、「SDGs ネイティブ」世代と呼ばれ、日本においても、今後企業において中

核を占める重要な存在となると言われている（日経産業新聞 2019 年 9 月 13 日）。そのため、SDGs ネイティブ世代の若者

が就職活動をする際には、企業の売上高や収益率以上に、社会に貢献できるか、働きがいがあるか、女性が活躍できるかどうか、

といった、企業の SDGs に対する取り組みが特に重視される。また、求人サイドである企業から見た場合は、労働市場において、

優秀な人材を獲得するためには、企業規模に関わらず、企業が SDGs に取り組まなければいけない時代がすでに到来している

（有馬 2019）。しかし、日本では SDGs の認知度は未だ低く、特に中小企業の間での認知度はわずか 15.8%である。 

 

３．研究テーマの課題 

 



上記のように、企業による SDGs への取り組みが重要視される中、経営者が SDGs の存在自体を知らなかったり、その企業が直

接的・間接的にビジネスを SDGs に取り組んでいたりしても、それを全対外的にアピールしているケースは非常に少ない。その結果、

労働市場において、SDGs ネイティブ世代の若者と、優秀な人材を採用したい中小企業との間で適切なマッチングが進まないとい

う問題が出てきていると考えられる。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 

(図表 1：ビジネスモデルのコンセプト枠組み) 

 

労働市場のマッチングに向けた方策として、就活生と企業の両者のニーズを結びつけるためのプラットフォームとして、「SDGs 就活

ポータル」を大学のキャリアセンター内に設置することを提案する。この「SDGs 就活ポータル」を通じて、企業は、社会や環境への

貢献度など SDGs への関わりをアピールでき、就活生は企業選択の幅が広がり、自身の職業観によりフィットした企業を見つけら

れることがより容易になる。 

 

ビジネスモデルの内容は、大きく分けて 2 つあり、⑴我々が昨年より開発を進めている SDGs アクティブラーニング教材(SDGs カ

ードゲーム、SDGs すごろくなど)を活用し、学生や中小企業双方に対して、SDGs に対する理解度を深めることである。続いて、

⑵大学のキャリアセンターと提携し、大学の就活サイトの求人検索の条件に SDGs の取り組み度合いの覧を追加することが挙げ

られる。以上の方法から、SDGs を重視する学生と中小企業をマッチングさせることが可能となる(図表 1)。 

 

５． 研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

これまで以下の活動を行った。 

⚫ 小学生、高校生、大学生を対象とした SDGs アクティブラーニング (写真 1.2 参照) 

⚫ JICA 京都デスク訪問（2019/10/18） 

⚫ 龍谷大学キャリアセンターへの訪問調査（2019/10/30~） 

⚫ 大学生への就職活動に関するアンケート調査（2019/11/7） 

 

大学生への就職活動でのアンケートでは 109 人のサンプルから回答を得た。 

SDGsアクティブラーニング
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JICA 京都デスク訪問の際には、SDGs に貢献している京都に本社を置く中小企業の情報を得た。 

         (写真 1)                       (写真 2) 

６．結果や今後の取り組み 

大学生を対象としたアンケート調査の結果、「企業による社会への貢献度は就職を決定する際にどれくらい重視するか？」の質

問に対して学生の半数以上は重視するとの回答を得た (図表 1 参照)。 

 

 

（図表 2 アンケート調査の結果） 

 

コンジョイント分析より、どの項目が就活においてより重視されるかが明らかになった。 

 

 

 (図表 3 コンジョイント分析結果) 
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(図表 4 アンケート調査の結果)               (図表 5 アンケート調査の結果) 

今後の取り組みとしては、SDGs の広報活動を行う際には、これらのワークショップを通して培った経験を活かして、中小企業を対

象に企業研修としてワークショップを行いたい。企業情報については、今年の 10 月に JICA 京都デスクに訪問した際に、SDGs を

軸にしている中小企業の情報を得ることができた。今後は独自でサイトを立ち上げ、中小企業に私たちの活動を宣伝しに行き、

随時サイトに掲載していく。 
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最も興味のあるSDGsの目標 全体 女性 男性

1.貧困 22% 16% 34%

2.飢餓 6% 8% 0%

3.健康・福祉 16% 18% 11%

4.教育 9% 7% 14%

5.ジェンダー 4% 3% 6%

6.水・トイレ 1% 1% 0%

7.エネルギー 4% 5% 0%

8.働きがい 16% 16% 14%

9.産業・技術革新 2% 3% 0%

10.不平等 4% 4% 3%

11.まちづくり 4% 4% 3%

12.生産・消費 9% 9% 9%

15.陸の豊かさ 1% 1% 0%

16.平和 4% 3% 6%

17.パートナーシップ 1% 1% 0%
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